
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる － －
やや良くなる 百貨店（売場担当） ・常にファッションやカラー等のトレンドを的確に早く察す

るよう、全館各フロアで努めている。また催事等でも客の興
味を引くような展開を続けており、シャワー効果も期待でき
る。また価格帯も買いやすい商品をそろえており、客の財布
のひもも緩む。

スーパー（経営者） ・マクロ的には、今年の賃金の上昇は一定のものがあり、多
少のインフレの気配も出てきているが、生活に密着した食料
品などを販売している業態では、今般の消費税総額表示が、
どれほど消費を抑制するか分からない。

スーパー（総務担当） ・今のところ現実には、給与等の所得が増えているわけでは
ないが、マスコミの報道によりマインドが上がってきてい
る。

コンビニ（エリア担
当）

・競争小売店の出店ベースもかなり落ち着いてきており、今
より競争が激化することは無い。

コンビニ（店長） ・株価が回復傾向にあり、年金問題の一本化等が本格的に議
論され始め、将来のビジョンが明確化されつつあり、こうし
たことで消費マインドが上がりつつある。

乗用車販売店（経営
者）

・輸入車の販売では、景気回復の気配と共に購入意欲が出て
くる。ニューモデルが出ている会社は勢いがあり、出ていな
いディーラーは苦戦する。

スナック（経営者） ・最近、当店が入居している貸ビルや近隣の貸ビルの空き店
舗に店が入り始めている。客を集める力が出てくるし、出店
者も将来見通しを持ってのことだと考える。

観光型ホテル（経営
者）

・４～５月の予約数は前年を多少上回り、特に６月は20％ほ
ど増加している。
・税別料金では気にしなかった端数処理が、税込みでは必ず
切捨てが話題になる。
・客は週末の金、土、日曜日に集中している。

観光型旅館（経営者） ・希望的観測もあるが、４月は予約が先行しており、５月は
少し読みづらいが、６月はさくらんぼ絡みでそこそこ行きそ
うである。５月の数字をどれだけ挙げるかで、来年度前半の
状況が決まる。

通信会社（営業担当） ・固定電話から携帯電話へ発信する通話は、携帯電話会社の
収入であったが、４月から固定電話会社の収入となるため、
通話の取り込みが可能となり、通話料収入が増えていく。

住宅販売会社（経営
者）

・展示場来場者数は、前年比175％と客の動きがとても良く
なっており、これが受注に結び付くと期待している。
・このところキャンセルが増えていることがマイナス要因と
して懸念される。キャンセル理由は、土地問題や融資の問題
等である。

変わらない 商店街（代表者） ・当市中心街への人出は、今年に入り少なくなっており、今
後も変わらない。

商店街（代表者） ・全体的に個店差が大きくなっている。天候の変化に速やか
に対応できる店は効果をあげている。
・４月からの消費税総額表示については、一時的に消費を抑
制するものと懸念している。

商店街（代表者） ・消費税の総額表示への変更が、消費者にどう受け止められ
るかにかかっているが、値上がり感を持つ可能性が高い。ま
だまだ倹約している消費者が多い。

一般小売店［書籍］
（経営者）

・売上構成比の高い雑誌が依然苦戦しており、一般書で売上
をカバーし前年実績確保体制を取っている。

百貨店（広報担当） ・安定した回復基調といった様子は見受けられず、好調、不
調を繰り返す状況が依然続いている。外的要因であるが年金
問題や雇用の問題等、個人消費を抑制するような政治政策が
解決しなければ、根本的な回復はしない。

百貨店（販促担当） ・ニュー、オンリー、先行販売、限定商品等といったキー
ワードの商材しか、客は目を留めないのが現状であるため、
それを提案し続けることが必要である。

スーパー（経営者） ・客の数は戻ってきているが、客単価はまだ下降状態にあ
り、その分売上が悪いという状態が続いている。

スーパー（経営者） ・当地域の場合は４～６月は良い季節で、例年であれば消費
が活発になるが、消費税総額表示の問題や、大型店舗の進出
等があるため、今の厳しい状況が続く。

家計
動向
関連



スーパー（店長） ・一品単価が前期比100％と持ち直してきている。しかし１
人当たり買上点数が前期比97％と大きく減少しており、この
傾向はまだまだ続く。

スーパー（店長） ・今後も更に競合が激しくなり、淘汰が進む。無くなる店、
出てくる店、居抜き出店もある。いかに安く、より良い商品
を提供していくかが課題である。また総額表示による人件費
増加をどうやってカバーするかも問題となってくる。

スーパー（総務担当） ・総額表示が施行されるが、高い、単価が上がったという印
象が持たれ、買い控えが起きると懸念している。
・デフレ傾向は収まりつつあるような単価の動きではある
が、地場企業を含め景気が良いという話は聞かない。雇用に
ついても去年より良いという話は聞かない。

スーパー（企画担当） ・限られた商圏の中では、客数の伸長にも限界があるため、
商品や販売手法で競合店との差別化を行って単価アップを図
り、現状のトレンドを確保する。

コンビニ（エリア担
当）

・客数が少しずつ回復している一方で単価は回復していな
い。総合的に見れば２～３か月の期間で良くなる悪くなるの
判断はしかねる。日用品を扱っている業種であるため、顕著
な出方はしない。

衣料品専門店（経営
者）

・４月からの消費税総額表示で、価格訴求力が従前より弱く
なるため、客が購入に際して迷うと思われ、現在と変わらず
悪くなる。

衣料品専門店（経営
者）

・消費者は非常に不安定な状況で、特にファッションでは天
候要因、経済面では年金問題等であり、これ以上に消費が変
化するとは考えられない。

家電量販店（店長） ・４月、６月は例年販売量が落ち込む時期であり、カバーす
る要因もない。その後となれば、オリンピック需要や気温に
左右されるがエアコン需要がプラスとなる。

乗用車販売店（経営
者）

・新車並びに中古車販売では、今まで以上に競争の激化が予
想される。法人需要が収益規模の縮小やアウトソーシング等
により減車傾向にあるため、新車、中古車共に販売の大きな
伸びは期待できない。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・消費税総額表示では、石油業界では、端数切捨ての方向で
あり、かぶりが発生する。また、原油価格の上昇を価格転嫁
するに当たり、総額表示問題と絡み便乗値上げととられない
ように時期をずらすこと等、状況が不透明なところがあるこ
となどから、石油業界では、総額表示に伴う表示改訂費用等
で見通しがつかないところがある。いろいろな指標では回復
状況が言われているが、まだまだ、末端のスタンド業界には
波及されておらず、ここ当面行ったり来たりの状況が続く。

高級レストラン（支配
人）

・宿泊の今後３か月間の予約状況は前年並みか多少下回る程
度である。
・レストランでは、好、不調の差が明確化するが、ほぼ前年
並みは確保できる。
・宴会では、婚礼の苦戦が続く見通しであるが、法人需要の
回復が見込まれ、今とほぼ変わらない。

その他飲食［そば］
（経営者）

・客の様子から、単価が上がる兆しが見えず、このままの状
態が続く。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・去年と違い、春先に選挙等はないため状況は良いが、年末
からの流れで消費が回復するとは思えず、ジリ貧の状況が続
く。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・企業間で二極化が進む中、客の判断も良い方に流れてい
く。総体の中では緩やかな回復傾向といわれているが、今後
確実なものに発展するか腰折れとなるかは、ここ数か月の動
きが重要である。年金問題等の抜本改革等により消費者のマ
インドを回復を図る等、いろいろな条件が重なってくる。

通信会社（経営者） ・商品やサービスの低価格化が依然として続いている。消費
者としては歓迎であるが、企業の競争環境が厳しく、景気回
復は企業中心の発想では、まだまだである。

テーマパーク（職員） ・桜の開花時期が早まり、ゴールデンウィーク前の客単価の
低い時期の客が多くなり、売上が増えないという見通しに
なっており、このままではかなり厳しくなる。

やや悪くなる スーパー（経営者） ・この地域は地元建設業にかかわる住民が多いため、公共事
業等の発注減や価格表示に伴う消費マインドの減退が予想さ
れる。

スーパー（店長） ・総額表示の開始で、割高感の解消と値ごろ感をうまく伝え
ていけるかという点で、客との感覚のズレをどう解消するか
が課題である。



スーパー（店長） ・消費税の総額表示問題で、割高感が生じて消費が一時的に
落ち込むことが心配される。通常商品の便乗値上げは少ない
と思うが、特売価格の打ち出し方が難しくなっており、消費
者の買い控えが懸念される。

スーパー（店長） ・４月後半に、当店から２kmの場所に大型食品スーパーが開
店する。商圏が重なっており、売上、客数共に１割減は避け
られないと見ている。

衣料品専門店（店長） ・４月から消費税の総額表示が施行されるが、一部の客から
割引に関する問い合わせがある。競合他社では割引を打ち出
すところもあり、小売業はそうしたプレッシャーが強まって
厳しくなる。

乗用車販売店（経営
者）

・夏ごろまでは、自動車のモデルチェンジも無く、コンパク
ト指向に拍車がかかり、単価低下は避けられない。景気回復
といわれているが、その実感は乏しく、客の購買行動も活性
化していない。

その他専門店［酒］
（経営者）

・４月から実施される消費税の総額表示の影響が多く出てく
る。小売業の多くでは事実上の値下げを余儀なくされてお
り、ようやくデフレも止まりかけてきたのに逆行するような
悪い政策である。

その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・これから先、３か月後は、夏物がほぼ終了している時期で
ある。夏物は単価も比較的安く、品物の動きもそれほどでは
ないため、動きが無くなる。
・作業現場の人員の削減に伴い売上が減る。
・各メーカーも低価格商品を出しており、販売量は変わらず
とも売上的には厳しくなる。

高級レストラン（支配
人）

・近隣に新しくホテルがオープンし、宿泊や婚礼部門の苦戦
が予想される。
・レストラン部門は値ごろ感のある商品開発、販売に力を注
いでいるが、客単価の低下を客数で補うには時間がかかる。

一般レストラン（経営
者）

・３～４月が過ぎれば、また低調に戻る。ゴールデンウィー
ク等が長くなると、景気が低迷するという動きがここ数年続
いている。

観光型旅館（経営者） ・４月は、季節変動で悪い月であるが、予約状況も変わら
ず、悪くなる。５月の連休はもう予約が入っているが、やは
り平日は客が来ない。

都市型ホテル（経営
者）

・来月から出先の１店舗を閉鎖するため、売上が減少する。
・婚礼で新商品を販売するため、今後の増加に期待してい
る。
・４月上旬の歓送迎会に期待しているが、同業他社の新規参
入により、来月以降は競争が厳しくなる。

悪くなる 一般小売店［医薬品］
（経営者）

・従来であれば２月よりは３月が良くなるが、今年は逆転し
ているため、３か月先がどうなるか予測が立たない。加えて
４月１日からは総額表示問題や年金問題等で、消費者の状況
が大きく変わると考えられ、より一層悪くなる。

スーパー（経営者） ・商品単価の下落、買上個数の減少が未だに続いている。こ
の状況から脱するにはまだまだ時間がかかる。

スーパー（店長） ・ＢＳＥや鳥インフルエンザ等好材料が全く無い。しかも総
額表示があり、値ごろ感を出すには粗利益にかなり食い込む
可能性がある。誰のためにもならないことを国がやってお
り、景気は良くならない。

住関連専門店（経営
者）

・新生活シーズンに入ったものの、受注ベースで前年比マイ
ナス10％強である。また、閉店セール等で売り尽しが進み、
その影響で２～３か月は消費が落ち込む。

住関連専門店（経営
者）

・３月が極端に売上が悪いので分析したが、競合店との販売
合戦に負けている部分と、一般ユーザーの財布のひもが固い
という結果が導き出された。今後はこの線に沿った販売展開
をしていく。

良くなる － －
やや良くなる 輸送業（従業員） ・大手フォワーダーの荷動きが活発で、引き続き増量が期待

できる。
経営コンサルタント ・これまでのリストラ増益ではなく、来年度は増収増益計画

を立てる企業が増えてきている。
公認会計士 ・クライアントでは、新たな受注に向け、従業員を16年に入

り13名、さらに５月まで16名を増員し、６月からの稼動に
向け準備を急いでいる。

企業
動向
関連



その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・地道に行ってきた新規開拓がここに来て実績に貢献してい
る。
・消費者が集まる場所が変化しており、商品が回転する場所
を抑えることが重要である。
・夏の商材に関し、定番商品の確保と提案商品の投入に注力
すれば売上は確保できる。

変わらない 食料品製造業（経営
者）

・低価格帯商品の荷動きは前年並であるが、今春の高価格帯
中心の新商品の動きが弱く、今後の受注動向の展開が気にな
る。

食料品製造業（総務担
当）

・都市部においては、業務店に少し活気が出てきているよう
であるが、地方においてはまだまだ厳しく業務店の客入りが
回復していない。

食料品製造業（経理担
当）

・受注はやや上向きで推移する。しかし原材料の値上げ要請
がより強まり、収益面ではより厳しくなる。

一般機械器具製造業
（経理担当）

・生産はやや増加する見込みであるが、為替が現状の水準で
推移すると、増加部分が相殺される。さらに一段の円高が進
めば採算は大幅に悪化する。

電気機械器具製造業
（経営者）

・設備機器関連は具体的に動く傾向にある。周囲の状況では
板金加工業が依然として繁忙を極めている。
・各社の中期計画から、東北地方が良くなるのは６か月先に
なると見ている。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・周囲の会社では、退職勧奨年齢を引き下げて、リストラに
力を入れている。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・半導体業界は拡大基調の中にあるが、自社の商品群は今後
も厳しい競争にさらされる。そういう意味では現状維持とい
うことである。

金融業（営業担当） ・企業業績はほぼ底を打ったものと見込まれる。しかし地方
交付税の大幅減額は、景気の回復に少なからず影響を与え
る。また公務員等の安定所得層の収入減少は個人消費にはマ
イナスに作用する。

広告代理店（従業員） ・来年度の予算や、予定を各得意先に聞き込みをしている
が、印刷物や広告媒体の予定は、昨年よりは増えているもの
の、価格面での予算は減少しており、結果としてはあまり変
わらない。

やや悪くなる 繊維工業（総務担当） ・今シーズンの秋冬物の感触は悪くはないが、依然として販
売先の在庫が減らず、現状では発注の手控えが予想されるた
め、通常の季節変化をねらうばかりである。

建設業（経営者） ・15年度の補正予算は計上されず、工事の落ち込みが心配で
ある。

コピーサービス業（経
営者）

・今年度末の荷動きは、過去に経験したことが無いほど悪く
なっている。新年度に入っても良くなる理由が考えられな
い。ますます中小企業の設備投資は抑制され経費節減も進
み、大手は購買を中央に集中させているため、地元の地場企
業は利益確保が困難になっている。

悪くなる ○ ○
良くなる ○ ○
やや良くなる 人材派遣会社（経営

者）
・４月以降は広告業界も久々に前年を上回る売上を予想して
おり、景気回復の兆しが出てきている。

人材派遣会社（社員） ・製造業への派遣解禁により、難易度が低い職種への派遣が
可能となり、幅が広がる。

人材派遣会社（社員） ・自動車部品関連や、液晶、デジタルカメラ関連等業種は限
られるが、確実に需要は増えそうな取引先がある。さらに
コールセンターや事務センターなどの多数の需要も見込める
ため、当社業務は上向く。

職業安定所（職員） ・新規求人が昨年の10月以降連続して前年を上回っている。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・顧客企業からの取引単価下げ要請が強く、また競合も増え
ており、売上拡大＝利益拡大につながらない場合が増えてい
る。

職業安定所（職員） ・求人の動きは若干の改善傾向を示してはいるが、パートタ
イムや有期契約の求人が多数を占めており、これに呼応して
在職者や無業者のパート希望や新規求職が増えている。

やや悪くなる ○ ○
悪くなる ○ ○

雇用
関連
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